
２
月
６
日
に
来
年
の
荒
川

区
予
算
案
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
会
計
は
２
０
２
３

年
度
比
で
85
億
３
千
万
円
、

７
．
５
％
増
の
１
２
１
９
億

円
で
過
去
最
高
の
当
初
予
算
。

区
は
予
算
案
に
つ
い
て

「
区
民
に
寄
り
添
い
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
実
現
す
る
予
算
」
と
し
て

い
ま
す
。
言
葉
通
り
に
な
っ

て
い
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

予
算
全
体
の
論
点
は
…

第
一
に
、
迫
り
く
る
首
都

直
下
地
震
へ
の
対
応
で
す
。

能
登
半
島
地
震
で
は
、
建
物

の
倒
壊
が
人
命
を
奪
い
、
火

災
を
起
こ
し
、
道
路
を
ふ
さ

ぎ
、
避
難
や
消
火
活
動
を
阻

害
し
ま
し
た
。
荒
川
区
で
も

震
度
７
の
揺
れ
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
住
宅
耐
震
化
、

家
具
転
倒
防
止
な
ど
屋
内
安

全
対
策
、
医
療
や
備
蓄
な
ど

命
を
守
る
取
り
組
み
が
待
っ

た
な
し
で
突
き
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

第
二
に
、
物
価
高
騰
か
ら

区
民
の
暮
ら
し
と
営
業
を
守

る
こ
と
で
す
。
今
回
の
予
算

案
で
は
、
子
育

て
、
高
齢
者
福

祉
、
中
小
事
業

者
へ
の
支
援
が

極
め
て
不
十
分

で
す
。
日
本
共
産
党
区
議
団

は
、
学
用
品
無
償
化
、
補
聴

器
助
成
の
増
額
な
ど
条
例
を

提
案
し
て
い
ま
す
。
（
裏
面
）

第
三
に
、
区
が
責
任
を
持
っ

て
介
護
、
福
祉
、
保
育
な
ど

の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す

る
こ
と
で
す
。
学
童
ク
ラ
ブ

の
職
員
配
置
偽
装
問
題
、
不

適
切
な
保
育
な
ど
民
営
化
し

た
部
門
で
問
題
が
発
覚
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
問
題
の
改

善
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

２
月
15
日
か
ら
始
ま
っ
た

予
算
議
会
。
今
後
の
予
算
特

別
委
員
会
（
全
議
員
参
加

２

月
27
日
〜
３
月
11
日
10
時
か

ら
15
時

全
８
日
間
）
な
ど

通
じ
て
区
民
目
線
で
し
っ
か

り
と
審
議
し
区
民
の
願
い
・

区
議
選
で
の
公
約
実
現
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

ぜ
ひ
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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横山幸次区議は、２月１５日区議会本会議で

質問を行いました。質問要旨をお知らせします。

《質問項目》
１、荒川区における大地震への備えについて

①区として不燃化特区・木

造密集地域の住宅耐震化率を明らかにする

とともに、戸別訪問などで耐震改修に踏み

切れない原因など把握し、補助制度の改善

も行い住宅耐震化を推進すること。

②住宅耐震化の低コスト工法導入を検討し区内建

設事業者と連携して推進すること。

③感震ブレーカー100%設置とともに、家具転倒落

下防止補助について寝室・居間をカバーできるだ

けの補助金額の抜本的な拡充を行うこと。

④区内住宅困窮者・住宅確保要配慮者の実態について区の認識

を問う。

⑤区として住宅困窮者実態調査を実施し「住まいは人権」の立

場で支援策を確立するとともに、専任体制も確立し施策を推進

すること。

２、暮らし最優先の自治体本来の役割発揮について

①新規の都補助などで軽減された部分は、「剰余

金」としてただ積み立てるのでなく子ども関連な

どの施策充実に振り向けること。

②安定的かつ質の高い公共サービスを担うケア労

働、公共事業の品質確保のためにも「普通に働けば普通に暮ら

せる賃金」を保障する公契約条例の制定を行うこと。

３、福祉的な視点からの移動手段につい

て、コミュニティバス、デマンド交通な

ど含めたこの間の検討内容を明らかにす

ること。またそうした検討結果も踏まえ

福祉的な視点も入れた地域公共交通政策

を策定すること。

裏面 デマンド交通のてん末と地域公共交通、条例提案…など

と
あ
る
日
の
羽
鳥
・
モ
ー
ニ

ン
グ
シ
ョ
ー
。
能
登
半
島
地
震

を
受
け
た
首
都
直
下
地
震
に
つ

い
て
の
特
集
が
目
に
入
り
ま
し

た
。
首
都
直
下
地
震
に
よ
る
木

造
密
集
地
域
の
火
災
、
水
道
断

水
な
ど
の
被
害
…
ま
さ
に
甚
大

で
す
。
現
状
の
ま
ま
だ
と
荒
川

区
を
は
じ
め
東
京
東
部
地
域
を

中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

す
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
し

た
。
能
登
半
島
地
震
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
切
迫
感
が
広
が
っ

て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
災
害
対

策
を
万
全
に
進
め
る
こ
と
が
、

行
政
に
も
各
家
庭
に
も
求
め
ら

れ
て
い
る
と
強
く
感
じ
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。

横
山
幸
次

荒川区議会2月会議…各委員会の日程
２月21日(水)10:00 総務企画、福祉区民

22日(木)10:00 文教子育て、建設環境

☆予算特別委員会 10時～15時

２月27日(火)29日(木)

３月1日(金)4日(月)5日(火)

7日(木)8日(金)11日(月）



運行日数 １２３日

登録者数 １３１名

予約件数 ９１件

利用者数 １０２名

1日当たり利用者 0.83人／日

デマンドタクシー実証運行実績

（2023年12月末）

１回のみ …14名

２～４回 …５名

５～９回 …４名

10回以上 …１名

登録者数 13 1名
ですが…

実際に利用した方

２４名

「年間所得が
　350万円以下」

所得要件

なし に

昨
年
、
第
17
回
荒
川
区
地
域

公
共
交
通
会
議
で
「
町
屋
デ
マ

ン
ド
交
通
実
証
運
行
」
が
議
題

に
な
り
ま
し
た
。
デ
マ
ン
ド
交

通
は
、
「
町
屋
さ
く
ら
の
代
替

え
」
と
し
て
昨
年
７
月
か
ら
区

が
実
証
運
行
、
区
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
、
町
会
・
自
治
会

説
明
、
案
内
チ
ラ
シ
配
布
、
病

院
・
高
齢
者
施
設
に
置
き
チ
ラ

シ
、
初
回
無
料
乗
車
券
配
布
な

ど
広
報
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
結
果
は
、
１
日
20
人
目
標
ど

こ
ろ
か
平
均
０
．
８
人
程
度
で

推
移
（
昨
年
末
現
在
）
。
区
は
、

事
業
費
９
０
０
万
円
、
内
運
賃

収
入
２
０
０
万
円
、
区
負
担
７

０
０
万
円
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

ほ
ぼ
全
額
区
負
担
に
な
り
そ
う

で
す
。
３
月
で
実
証
運
行
は
終

了
で
す
が
、
し
っ
か
り
と
し
た

検
証
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

足
立
区
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
路
線
維
持
の
た
め
赤
字
補

て
ん
を
予
算
化
し
ま
し
た
。
荒

川
区
で
も
、
町
屋
さ
く
ら
復
活

と
運
行
中
の
「
さ
く
ら
」
路
線

維
持
に
む
け
、
運
行
費
を
補
て

ん
す
る
方
向
に
転
換
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

☆生活相談は、随時受け付けています。

電話、メール、FAXでも結構です。

☆定例法律相談（お急ぎの方はご連絡ください）

毎月第１月曜･午後６時～８時

次回は ３月４日（月） 横山区議事務所
３
日
発
表
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
世
論
調
査
で

派
閥
パ
ー
テ
ィ
ー
で
裏
金
を
つ
く
っ

た
議
員
の
説
明
責
任
を
「
果
た
し
て

い
る
」
と
答
え
た
人
は
わ
ず
か
２
％
。

自
民
党
岩
盤
支
持
層
が
と
り
あ
え
ず

は
理
解
を
示
す
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
？
確
定
申
告
の
最
中
で
も
あ
り
怒

り
は
頂
点
に
達
し
て
い
ま
す
。

◎私たちは住民のくらしと命を守るネットワークをもっ

ています…いつでもご相談を

「定例法律相談」は月一回開催。くらし、子育て、医療、

介護、雇用、税金など、国会、都議会の共産党議員団や各

分野の専門家とも連携し、ごいっしょに解決のために力を

つくします。

※留守の場合は、留守電か以下の電話にご連絡ください。

日本共産党荒川地区委員会 03－3891-6682

日本共産党荒川区議団 03－3802-4627

日本共産党区議団は、子育ての負担ゼロ、高齢者福祉の充実の荒

川区をめざす立場で、２つの条例を提出しました。

補聴器購入助成額を現在の２万５千円

から１０万円に引き上げを求める条例を

提案しました。区の助成で購入している

方の平均が２０万円前後で、現行助成で

は手が出ない方が多くいます。助成額を

１０万円に引き上げても都がその５０％を補助しますので、区負担

は５万円分だけですみます。補聴器の普及は、高齢者の認知症・介

護予防につながります。思い切った高齢者福祉の充実を求めます。

給食費無償化が実現しましたが、教

科用教材など保護者の負担は引き続き

大変です。都の調査でも教科活動費は

小学生1人8,640円、中学生1人12,387

円です。義務教育無償をさらに進める

ために、教育に必要な補助教材を公費

で負担する条例を提案しました。約３

億円余で実現できます。

新年度から東京都が学校給食無償化

の５０％を補助、約４億円の区の負担

軽減になります。この分は回せば、新

たな負担なしで実現できます。

★区は、来年度から補

聴器補助の所得制限を

撤廃します。さらに補

助額の引き

上げが必要

です。

☆中野区 昨年９月から物

価高騰による経済的負担軽

減のため保護者が負担の小

中学校教材

費の一部を

補助

☆品川区

この４月から書道用具や絵

の具、副読本、ドリル、道

具箱や計算カード、裁縫道

具セットなど教材費を全額

区が負担、保護者負担ゼロ

に（予算５億４千万）


